
  

床版として利用されるCLTの剛性挙動
環境構造工学講座　13707　海老名健正
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2方向の曲げに強く、軽い木質系材料

強軸

弱軸

繊維方向

繊維方向

建築材料として利用

土木でも床版として利用できるのでは・・・

積層
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1層モデル
Ex=1.7GPa , Ey=0.2GPa , Ez=3.5GPa

νxy=0.194 , νyz=0.0229 , νzx=0.4

解析モデルと材料定数

四面体要素でメッシュ分割したモデル
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平均化 1層ずつ考慮
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ティモシェンコ梁の式との比較

P

a b

q

断面

240mm

200mm

相対誤差

1層モデルの材料定数

8層モデルの材料定数

ティモシェンコ梁
たわみ

15.38mm

16.02mm

15.93mm

4.00%

3.45%

メッシュ分割した
梁モデル



  

解析条件

拘束面

ローラー支持固定支持

500mm

200mm

載荷面

1000
mm

1000
mm

135mm
3360mm



  

解析結果
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まとめ
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8層モデル

1層モデル

四面体要素で
メッシュ分割したモデル

・8層モデル
　→実験値に近い値を得ることが出来た。
・1層モデル
　→実験値との誤差が大きかった。

1層ずつモデル化することで、
十分に剛性評価をすることが
可能である。
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